






要約:新生児マススクリーニングで要精密診査となる例の、精密診査担当医療機関へのよ

り早期の受診を実現させる事を目的に、今回、先天性甲状腺機能低下症のマススクリーニ

ングについて、即精密診査とする現行の TSH カットオフ値( 30μU/m1 血清相当)の妥当性

について検討した。即精密診査とする TSH カットオフ値を引き下げると、現在再採血を

経て要精密診査となっている例の精密診査医療機関受診は早期化すると期待されるが、そ

の多くは正常もしくは比較的軽症の症例であった。一方で即精密診査、要精密診査の例数

は著増する。これらを総合的に判断すると、現在の即精密診査とする TSH カットオフ値は

妥当なものであると思われた。


